
【巻頭言】 
 

明けましておめでとうございます 
本年もよろしくお願い致します 
 
 2001 年は皆様にとってどのような年でしたでし
ょうか。アメリカの同時多発テロ事件やそれに続く

空爆など不安な国際情勢に加え、国内でも長引く不

況や高い失業率、さらには狂牛病騒ぎなど明るいニ

ュースを見つけるのに本当に苦労した一年でした

ね。 
 年が明けて 2002 年、今年こそはと思う気持ちが
いつにも増して強いことを感じます。もちろん社会

にとっても、そして家族や私たち自身にとっても良

い年であって欲しいですね。 
 さて、「ほしば歯科ニュースレター」も二回目の

年明けです。少しでも皆様の役に立てればと考えて

いつも作っており

ますが、まだまだ改

良の余地はあると

思います。今年は、

皆様のご意見も、う

かがいながらより

良い紙面作りを心

がけて行きたいと

考えています。アン

ケート調査等も考

えておりますのでよろしくご協力下さい。 
また、診療に対しましてもさらに技術を向上して行

こうと考えております。よろしくご指導下さい。 
 本年もよろしくお願い致します。 
 
【今月の健康】 

スローフード 
 

 先日、面白い言葉を聞きました。「スローフー

ド」です。皆さんはご存知でしたか？ もし、言葉

だけで想像がついた方はすごい！ 実は「ファース

トフード」の反対という意味なのです。 
ファーストフードとは…という定義を話すより

具体例の方が分かりやすいですよね。マクドナルド

やロッテリア、ケンタッキーフライドチキンにミス

タードーナッツ、牛丼の吉野家とくれば松屋、さら

には立ち食いそばやスタンドカレーまで。もちろん

カップラーメンやインスタントカレーもそうでし

ょう。現代の食生活でなくてはならないものばかり

です。これらに代表さ

れるファーストフー

ドとは、時間がかから

ずに気軽に食べられ

るものです。 
さて、本題に戻して

スローフードとは。手

間ひまかけた料理で

味わって食べる物と

いうことになります。

つまり、ご飯にお味噌汁、さらには「おふくろの味」

と言われるメニューの数々です。ファーストフード

全盛の現代、このようなスローフードが注目されつ

つあるのです。 
時代とは本当に不思議な生き物だと思います。時

間に追われるサラリーマンに始まり学生たちの間

食としてファーストフードは浸透して行きました。

その後、不況のあおりを受けて再びサラリーマンの

昼食としてクローズアップされました。そこで「牛

丼戦争」などという言葉も出てきました。ところが、

狂牛病騒ぎによってもう一度注目されたのが皮肉

にも「スローフード」だったのです。 
私たちのように「食」に携わる者にとって「スロー

フード」ブームは悪くない話です。ファーストフー

ドと違って「噛む」という行為が必然的に増えてき

ます。さらに栄養の面から言ってもけた違いに良好

です。 
もちろん皆さんにとってもこのブームは朗報で

す。ファーストフードと比較し、明らかにダイエッ

ト効果がありますし、間食に向いていない分、正し

い食生活が望めます。 
どうですか、皆さん。今年は「スローフード」で

行ってみませんか？ 
 
【診療時間変更のお知らせ】              

 
 ２月 16 日（土）は、午前中のみの診療になりま
す。ご注意下さい。 
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【患者さんのお話】                                            

市民ランナー 
 
Ｔさん（男性）と会った方なら誰でも感じること

があります。少し赤味を帯びたほっぺたと光り輝く

ようなつるつると

した肌。しかし T
さんは現役を引退

されたお年なので

す。 
実は T さん、以
前からランニング

愛好者でいつも

走っておられるの

です。と言っても

半端なものではありません。42.195km のフルマラ
ソンにも何度かチャレンジされたつわものなので

す。 
診療室に来られる時もランニング用のウィンド

ブレーカー姿です。背中には東京国際女子マラソン

などのロゴ入り。もちろん大会運営に協力した証拠

の品です。 
さらに驚くべきことには、奥様もランニング愛好

者で、ジョギング仲間では有名な「サロマ湖 100キ
ロマラソン」（100kmですよ！）にもチャレンジし
たことがあるそうです。 
最近は走る量が減ってしまったと言う Tさん。本
当に無理せず、楽しく走ってくださいね。そしてい

つまでも元気でいてくださいね。 
 
【歯科の話】 

歯の神経の治療 １ 

 
 よく「歯の神経を抜きます」だとか、「歯の神経

の処置をします」だとか言います。私たちは言い慣

れてしまったので特に違和感はないのですが、皆さ

んが言われたらどう思いますか？ きっと「何か怖

い処置な

のかな」

だ と か

「神経を

触るのは

痛い」だ

とか思わ

れるので

は？ そ

こで今回、

それはど

ういう処

置なのか

を説明し

ましょう。 
 歯には神経があります。と言っても硬い組織の中

なので張り巡らされているわけではありません。歯

の中には神経や血管が入るための穴が開いている

のです。この穴は、原則では１つの根っこに対して

１本なのですが、そうでない場所も有ります。そし

て何よりもやっかいなのは、歯の中は手探りでしか

分からないということです。 
 よく、レントゲンを撮れば全てが分かるのかと思

われがちですが、決してそうではありません。レン

トゲン写真は、金属などは大変鮮明に写し出される

のですが、穴（つまり空間）を見極めるのは困難な

のです。写し方や角度によってもぜんぜん見え方が

異なります。さらに、途中で詰まっていたり枝分か

れしていたり、さらには先端が曲がっていたりもす

るのです。 
 「前回神経を抜いたのにまだ痛い」と言われるこ

とが有ります。もちろん細心の注意をしながら治療

を進めるのですが、どうしても残ってしまうことが

あるのです。ぜひ暖かいご理解を！（哀願モードで） 
 

ご意見はこちら 
 
ほしば歯科医院へのご意見、ご感想、その他何で

も受け付けております。どのような方法でも結構で

すからお気軽におっしゃってください。 
電話 03-3686-4657 
ﾌｧｯｸｽ 03-3877-7771（院長直通） 
e-mail hoshiba@ain.co.jp（干場） 
 tomogoto@ra2.so-net.ne.jp 

（在宅診療部；五島） 

 

編集後記 
 お正月は実家の広島に帰ってきました。いつもは

暖かいはずなのに今年は本当に冷えるように寒

かったです。ちなみに帰省客を乗せた新幹線がすご

く遅れましたね。僕も影響を受けた一人でした。正

月早々不安なスタートです。（G） 
 

コラム 
 
風平浪静（ふうへいろうせい） 

 
 波風が立たず、平穏無事なことを言います。

今年は心穏やかに、過ごしていけることを心よ

り祈っています。 


